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1 『婆沙論（新）』T27, 42c25f.（『婆沙論（旧）』T28, 31c17f.）: 【対論者難】若此智生一切法非
我、此智何所不知（【対論者難】もし［仏陀などに］「一切の事物（智それ自体かつ別のもの）
は我でない」と［知るような、］このような［一刹那の］智が生ずるとしたら、［仏陀などは］
このような［一刹那の］智によって何を知りえない［と言う］のか（*yadīdaṃ jñānam utpadyate 
sarvadharmā anātmāna iti, anena jñānena kiṃ na jānīyāt））。拙稿［2015; §2. 1］参照。 








prakāśātmakatvāt svātmānaṃ parātmānaṃ ca prakāśayati）」と）。拙稿［2015; §2. 1］参照。 
3 『婆沙論（新）』T27, 43a28f.: 【対論者】何故自性不知自性。【世友】答――非境界故（【対論
者】なぜ［ある智］それ自体は［その智］それ自体を知ることがないのか。【世友】答え［て曰
く――ある智それ自体は、その智それ自体の］境界（対象）でないから、［ある智それ自体がそ














































































                                                                  











 有部による帰謬論証   大衆部による主張  









    
   （ II）予期される【前提】に対する対論者の異議 
   ［智など］それ自体（A）はそれ自体（A）
を知る［ことがある］。 
	 発展途上の自己認識論の第一段階  






    
   （ IV）『婆沙論』大衆部の自己認識論証 




	 発展途上の自己認識論の第二段階  
    




















    
   （VI）『婆沙論』 


























                                                                  
6 この議論は、『婆沙論』には見られない。ただし、『順正理論』の中に、この議論を垣間見る










































                                                                  








8 『婆沙論（旧）』T28, 32b1.  
9 Cf. AKBh 391, 11-15: anyā jñānaṃ [7-1d] laukikī prajñā sarvaiva jñānam. dṛśaś ca ṣaṭ // [7-1d’] 










































MN 3, 71, 25f.（『中阿含経』T1, 735c13f.）:  
micchādiṭṭhiṃ micchādiṭṭhīti pajānāti, sammādiṭṭhiṃ sammādiṭṭhīti pajānāti. sā 'ssa hoti sammā-
                                                                                                                                                                                   

































                                                                  
10 例えば、正見には以下のようなあり方もあると述べられている。MN 3, 72, 9-14（『中阿含』
T1, 735c18-22）: atthi dinnaṃ, atthi yiṭṭhaṃ, atthi hutaṃ, atthi sukaṭadukkaṭānaṃ kammānaṃ phalaṃ 
vipāko, atthi ayaṃ loko, atthi paro loko, atthi mātā, atthi pitā, atthi sattā opapātikā, atthi loke 
samaṇabrāhmaṇā sammaggatā sammāpaṭipannā ye imañ ca lokaṃ parañ ca lokaṃ sayaṃ abhiññā 









丘たちよ……正見である）. Cf. 『瑜伽師地論』T30, 316c13-317a5.  
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12 『識身足論』T26, 531a25f.: 【対論者】沙門目連、作如是説、「過去・未來無。現在・無爲有」
（【対論者】沙門目連は、次のように説く。「過去［の事物］（*atīta）と未来［の事物］（*anāgata）
は存在しないもの（*asat）であり、現在［の事物］（*pratyutpanna）と無為［の事物］（*asaṃskṛta）






































































                                                                  






















連）は、答えて言う。「そのとおりである［と認めます］」と）。拙稿［2006; §2. 5］参照。 



































                                                                  
16 註 12 参照。 
17 『異部宗輪論』T49, 16a1f.: 【大衆部】過去・未來、非實有體（【大衆部】過去と未来［の事
物］は、存在するものではなく、［現在の事物は、存在するものである］）。；『十八部論』T49, 18c7: 
無有過去未來世。；『部異執論』T49, 21a4f.: 過去未來是無。現在是有。；SBhCTib P172a4/ D143b2f.: 
'das pa dang / ma 'ongs pa med do//  
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18 拙稿［2015; §4. 1］参照。 















































21 拙稿［2015; §4. 1］参照。 
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23 MN 3, 71, 25f./ 『中阿含経』T1, 735c13f. 詳細は、小稿§2 参照。 
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が、そこにおいて、有部は、暗黙の裡に、「ある事物（X）が観察される場合、必ず、［その事


















































・「A ⇒B」という場合、A という原因から B という結果が生ずることを表している。 
・「A：（B→C）」という場合、「（B→C）」は、B というあり方が C というあり方を含意すること
を表し、「A：B」は、A という事物に B というあり方が所属することを表している（なお、「A
［：］B」は、A という事物に B というあり方が所属することを対論者のみが容認している場
合であり、「A｛：｝B」は、A という事物に B というあり方が所属することを定説者が容認し
ているかが疑わしい場合である）。 
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・『十八部論』：失訳『十八部論』T29, No. 2032。 
・『順正理論』：衆賢造・玄奘訳『阿毘達磨順正理論』T29, No. 1562。 
・『婆沙論（新）』：玄奘訳『阿毘達磨大毘婆沙論』T27, No. 1545。 
・『婆沙論（旧）』：浮陀跋摩・道泰等訳『阿毘曇毘婆沙論』T28, No. 1546。 
・『部異執論』：天友造・真諦訳『部異執論』T49, No. 2033。 










・YAO, Zhihua [2005]: The Buddhist Theory of Self-Cognition. London, New York: Routledge.  
 
（小稿は早稲田大学特定課題研究助成費（課題番号 2015S-159）による研究成果の一部である。） 
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